
'>������

��"����

	
���
�����



－１５３－ 

  令和３年９月１３日（月曜日） 

 

本日の会議に付した事件 

 議第４４号 令和２年度上山市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 議第４５号 令和２年度上山市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 議第４６号 令和２年度上山市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 議第４７号 令和２年度上山市浄化槽事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 議第４８号 令和２年度上山市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

 議第４９号 令和２年度上山市産業団地整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 議第５０号 令和２年度上山市水道事業会計決算の認定について 

 議第５１号 令和２年度上山市下水道事業会計決算の認定について 
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出 欠 席 委 員 氏 名 

出席委員（１５人） 

       長  澤  長右衛門  委員         石  山  正  明  委員 

       佐  藤  光  義  委員         守  岡     等  委員 

       髙  橋  要  市  委員         棚  井  裕  一  委員 

       谷  江  正  照  委員         尾  形  み ち 子  委員 

       川  口     豊  委員         中  川  と み 子  委員 

       神  保  光  一  委員         枝  松  直  樹  委員 

       川  崎  朋  巳  委員         髙  橋  義  明  委員 

       大  沢  芳  朋  委員 

 

欠席委員（０人） 

 

                                             

説 明 の た め 出 席 し た 者 

 

横  戸  長 兵 衛 市 長  山  本  幸  靖 副 市 長 

尾  形  俊  幸 
庶 務 課 長 
(併)選挙管理委員会 
事 務 局 長 

 冨  士  英  樹 市政戦略課長 

鈴  木  英  夫 財 政 課 長  前  田  豊  孝 税 務 課 長 
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佐  藤     毅 市民生活課長  鈴  木  直  美 健康推進課長 

鏡     裕  一 福 祉 課 長  齋  藤  智  子 子ども子育て課長 

木  村  昌  光 商 工 課 長  安  田  紀  之 
観光・ブランド 
推 進 課 長 

漆  山     徹 
農林夢づくり課長 
（併）農業委員会 
事 務 局 長 

 須  貝  信  亮 建 設 課 長 

横  戸  利  平 上下水道課長  武  田     浩 
会 計 管 理 者 
( 兼 ) 会 計 課 長 

黒  田  彰  久 消 防 長  古  山  茂  満 
教 育 委 員 会 
教 育 長 

土  屋  光  博 
教 育 委 員 会 
管 理 課 長  塚  原  洋  樹 

教 育 委 員 会 
学 校 教 育 課 長 

大  澤  泰  雄 
教 育 委 員 会 
生 涯 学 習 課 長  高  橋  秀  典 

教 育 委 員 会 
スポーツ振興課長 

大  和     啓 監 査 委 員  舟  越  信  弘 
監 査 委 員 
事 務 局 長 

 

                                             

事 務 局 職 員 出 席 者 

 

金  沢  直  之 事 務 局 長  鈴  木  淳  一 副 主 幹 

渡  邉  高  範 主 査  齋  藤  理  恵 主 任 
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午前１０時００分 開 議 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

開  議 

 

○大沢芳朋委員長 出席委員は定足数に達して

おりますので、これより決算特別委員会を開会

いたします。 

 本日は、特別会計歳入歳出決算の審査及び各

事業会計決算の審査を行います。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 議第４４号 令和２年度上山市国民 

       健康保険特別会計歳入 

       歳出決算の認定につい 

       て 

 

○大沢芳朋委員長 初めに、議第４４号令和２

年度上山市国民健康保険特別会計歳入歳出決算

の認定についてを議題といたします。当局の説

明を求めます。健康推進課長。 

〔鈴木直美健康推進課長 登壇〕 

○鈴木直美健康推進課長 命によりまして、令

和２年度上山市国民健康保険特別会計歳入歳出
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決算について補足説明申し上げます。 

 なお、説明に当たりまして、前年度決算額と

の比較増減を申し上げますが、千円単位とさせ

ていただきますので、御了解くださるようお願

いいたします。 

 歳入から申し上げますので、決算書の１５ペ

ージ、１６ページをお開き願います。 

 初めに、１款１項国民健康保険税について申

し上げます。収入済額は６億５，２２８万６，

８１８円で、前年度に比べ７２５万８，０００

円の減、率にして１．１％の減でありました。

これは国民健康保険被保険者数の減少によるも

のであります。不納欠損額は１，０５６万８，

０６７円、収入未済額は９，２９２万４，４３

４円となっております。 

 ２款使用料及び手数料１項手数料について申

し上げます。収入済額は調定額と同額の２５万

１，５００円で、前年度に比べ１万９，０００

円の減、率にして７．１％の減でありました。

これは督促手数料の減少によるものであります。 

 ３款国庫支出金１項国庫補助金について申し

上げます。収入済額は調定額と同額の３４１万

４，０００円で、前年度に比べ２６６万５，０

００円の増、率にして３５５．８％の増であり

ました。これは災害臨時特例補助金及び社会保

障・税番号制度システム整備費補助金の増加に

よるものであります。 

 ４款県支出金１項県負担金について申し上げ

ます。収入済額は調定額と同額の２４億９，７

６３万３，０００円で、前年度に比べ２，１３

３万４，０００円の増、率にして０．９％の増

でありました。これは普通交付金、保険者努力

支援交付金及び特別交付金等の増加によるもの

であります。 

 ５款財産収入１項財産運用収入について申し

上げます。収入済額は調定額と同額の２８万１，

０１３円で、前年度に比べ１３万４，０００円

の減、率にして３２．３％の減でありました。

これは国民健康保険基金の運用利子の減少によ

るものであります。 

 ６款繰入金について申し上げます。収入済額

は調定額と同額の２億７，１６１万１，１１４

円で、前年度に比べ４４万９，０００円の減、

率にして０．２％の減でありました。これは一

般会計からの職員給与費等繰入金の減少による

ものであります。 

 収入済額の内訳につきましては、１項他会計

繰入金が２億７，１６１万１，１１４円、２項

基金繰入金がゼロ円となっております。 

 ７款１項繰越金について申し上げます。収入

済額は調定額と同額の１億１，０５０万９，５

７５円で、前年度に比べ８９５万２，０００円

の減、率にして７．５％の減でありました。 

 ８款諸収入について申し上げます。収入済額

は調定額と同額の１９７万９，４１２円で、前

年度に比べ２９２万５，０００円の減、率にし

て５９．６％の減でありました。これは一般被

保険者返納金の減、普通交付金過年度余剰分の

皆減等によるものであります。 

 収入済額の内訳につきましては、１項延滞金、

加算金及び過料が６９万６００円、２項預金利

子がゼロ円、３項雑入が１２８万８，８１２円

となっております。 

 以上の結果、歳入合計では、予算現額３５億

３，０００万円に対し、調定額３６億４，１４

５万８，９３３円、収入済額３５億３，７９６

万６，４３２円、不納欠損額１，０５６万８，

０６７円、収入未済額９，２９２万４，４３４

円となったものであります。 

 歳入決算額は前年度に比べ４２６万２，００
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０円の増、率にして０．１％の増でありました。 

 次に、歳出について申し上げますので、次の

ページをお開き願います。 

 初めに、１款総務費について申し上げます。

支出済額は６，２５０万５，９２７円で、前年

度に比べ４０８万円の減、率にして６．１％の

減でありました。これは職員人件費等が減少し

たことによるものであります。不用額は１，４

８３万３，０７３円となっております。 

 支出済額の内訳につきましては、１項総務管

理費が５，８３７万２，０９３円、２項徴税費

が３８５万３，４４４円、３項運営協議会費が

１０万９，８９０円、４項趣旨普及費が１７万

５００円となっております。 

 ２款保険給付費について申し上げます。支出

済額は２４億９２万８，６６６円で、前年度に

比べ２，１５０万円の増、率にして０．９％の

増でありました。これは一般被保険者等高額療

養費等の増により高額療養費が増加したこと、

出産育児諸費が増加したことによるものであり

ます。不用額は５，４６６万１，３３４円とな

っております。 

 支出済額の内訳につきましては、１項療養諸

費が２０億９，０９７万３５円、２項高額療養

費が３億３９４万４，６３１円、３項移送費が

ゼロ円、４項出産育児諸費が３７６万４，００

０円、５項葬祭諸費が２２５万円、６項傷病諸

費がゼロ円となっております。 

 ３款国民健康保険事業費納付金について申し

上げます。支出済額は８億５，０８０万２，４

７５円で、前年度に比べ７４５万８，０００円

の増、率にして０．９％の増でありました。こ

れは、一般被保険者医療給付費分が増加したこ

とによるものであります。不用額は１，５２５

円となっております。 

 支出済額の内訳につきましては、１項医療給

付費が５億９，９４４万４，５８１円、２項後

期高齢者支援金等が１億８，６０５万６，８８

２円、３項介護納付金が６，５３０万１，０１

２円となっております。 

 ４款１項共同事業拠出金について申し上げま

す。支出済額は５７０円で、前年度に比べ２４

０円の減、率にして２９．６％の減でありまし

た。不用額は９，４３０円となっております。 

 ５款保健事業費について申し上げます。支出

済額は４，５８７万８３７円で、前年度に比べ

２４４万４，０００円の減、率にして５．１％

の減でありました。これは特定健康診査等事業

費が減少したことによるものであります。不用

額は１，９６６万７，１６３円となっておりま

す。 

 支出済額の内訳につきましては、１項特定健

康診査等事業費が４，２２０万７，６４８円、

２項保健事業費が３６６万３，１８９円となっ

ております。 

 ６款１項基金積立金について申し上げます。

支出済額は２８万１，０１３円で、前年度に比

べ７，２５４万２，０００円の減、率にして９

９．６％の減でありました。これは国民健康保

険基金積立金が減少したことによるものであり

ます。不用額は１２１万８，９８７円となって

おります。 

 ７款１項公債費について申し上げます。支出

済額はゼロ円で、前年度に比べ皆減でありまし

た。不用額は６０万円となっております。 

 次のページをお開き願います。 

 ８款諸支出金について申し上げます。支出済

額は６，８３３万８，０９８円で、前年度に比

べ５，５７０万７，０００円の増、率にして４

４１．０％の増でありました。これは県支出金
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等精算返還金が増加したことによるものであり

ます。不用額は５８６万４，９０２円となって

おります。 

 支出済額の内訳につきましては、１項償還金

及び還付加算金が６，８３３万８，０９８円、

２項貸付金がゼロ円となっております。 

 ９款１項予備費について申し上げます。予算

現額は４４１万６，０００円でありましたが、

支出がなかったため全額が不用額となったもの

であります。 

 以上の結果、歳出合計では、予算現額３５億

３，０００万円に対し、支出済額は３４億２，

８７２万７，５８６円、翌年度繰越額はゼロ円、

不用額は１億１２７万２，４１４円となったも

のであります。 

 歳出決算額は前年度に比べ５５３万３，００

０円の増、率にして０．２％の増でありました。 

 歳入歳出差引残額は１億９２３万８，８４６

円となり、全額を令和３年度に繰り越したもの

であります。 

 以上で令和２年度上山市国民健康保険特別会

計歳入歳出決算について補足説明を終わります

が、よろしくお願い申し上げます。 

○大沢芳朋委員長 これより質疑に入ります。 

 質疑は歳入歳出を一括して行います。 

 質疑、発言を許します。守岡等委員。 

○守岡 等委員 国保基金の問題についてお尋

ねします。 

 毎年聞いていますけれども、国保基金が決算

年度末で１０億６，０００万円ということで、

市民、住民１人当たりに換算すると県内でも本

当に１位、２位のトップクラスになる額だと思

います。これは基金ですので、もともとは市民

の財産なので、市民に有効に返していくのが筋

だと思いますけれども、第一に考えられるのが

国保税の引下げだと思います。県内１３市中、

本市の国保税は真ん中辺に位置しているようで

すけれども、コロナ禍における収入減あるいは

失業などで、国保税の負担が非常に大きくなっ

ていると思います。国保税を滞納すると、期限

付の短期被保険者証とか、あるいは１年以上滞

納すると資格証明書というのが発行されて、実

質保険証の取上げという大変過酷な制度がある

わけですけれども、今日お尋ねしたいのは、本

市のこれまでの短期被保険者証、資格証明書の

発行経過について、まずお尋ねします。 

○大沢芳朋委員長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 令和２年度末におき

まして、資格証明書発行は２５世帯、短期被保

険証につきましては５９世帯という発行状況で

ございます。 

○大沢芳朋委員長 守岡等委員。 

○守岡 等委員 この２５世帯が資格証明書を

発行されているということで、これまでは払え

るのに払えない、そういう不逞のやからに発行

していたと思うんですけれども、国保税という

のは対前年収入を基準にして決定されますので、

恐らくコロナ禍の影響というものがこれからや

っぱり始まるんじゃないかということを心配し

ます。 

 国保税、既に様々な減免もやられているよう

ですけれども、例えば本市の国保世帯数は約４，

０００世帯なので、１億円取りくずすだけで１

世帯２万５，０００円程度の引下げが可能だと

思います。ぜひ今までやられてきた軽減策に加

えて、市単独のさらなる減免も検討していただ

きたいというのが一つです。 

 あともう一つ、国保基金の有効活用という点

で、やっぱり保健事業の強化というものをお尋

ねしたいと思います。一般会計の質疑の中で、
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本市の医療費が高い要因として、医療アクセス

がいいというような説明がありましたけれども、

医療アクセスで言えば山形市が一番いいわけで

ありまして、しかし山形市の１人当たり医療費

は本市よりも安くなっているというのが実情で

す。公立病院が整備されているところは、むし

ろ医療費が安い傾向にありまして、本市の医療

費を引き上げている要因は、むしろ別のところ

にあるのではないかと思われます。例えば、病

気になっても我慢して受診しないで、その結果

重症化してますます医療費が上がってしまうと

いうことも考えられると思うんですけれども、

あるいは公的病院があるところでは病院とタイ

アップした保健事業が積極的にやられていて医

療費を抑制しているということもあると思うん

です。ぜひこの分野の分析をもっともっと進め

て、この間、ＡＩ活用による特定健診の受診率

引上げという報告がありましたけれども、やは

りこうしたＡＩ、人工知能、ビッグデータを活

用した保健事業の強化というものを思い切って

展開して、健康増進都市上山をアピールしてい

く必要があるんじゃないかと思いますけれども、

いかがでしょうか。 

○大沢芳朋委員長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 現在もＫＤＢシステ

ムなどのデータを活用しながら、例えばデータ

分析によりまして健康課題を抽出して、糖尿病

の重症化予防事業、こういったものに取り組む

など、対象者別に予防事業の取組を検討するな

ど、効果的な保健事業を実施しているところで

ございます。 

 まだまだ研究すべき点はあるとは思っており

ますが、今後は高齢者の保健事業と介護予防の

一体化事業の取組、こういったものも進めてま

いりますので、さらにそういったデータを活用

した上で、市民の健康寿命の延伸、これに取り

組んでまいりたいと考えております。 

○大沢芳朋委員長 ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 質疑はないものと認めます。 

 以上で、議第４４号議案に対する質疑を終結

いたします。 

 次に、討論に入ります。討論の発言を許しま

す。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 討論なしと認めます。 

 採決いたします。 

 議第４４号令和２年度上山市国民健康保険特

別会計歳入歳出決算の認定については、原案の

とおり認定すべきものと決することに御異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第４４号は原案のとおり認定すべ

きものと決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 議第４５号 令和２年度上山市農業 

       集落排水事業特別会計 

       歳入歳出決算の認定に 

       ついて 

 

○大沢芳朋委員長 次に、議第４５号令和２年

度上山市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決

算の認定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。上下水道課長。 

〔横戸利平上下水道課長 登壇〕 

○横戸利平上下水道課長 命によりまして、令

和２年度上山市農業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算について補足説明を申し上げます。 
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 なお、説明に当たりまして、前年度決算額と

の比較増減額を申し上げますが、千円単位とさ

せていただきますので、御了承くださるようお

願いいたします。 

 歳入から申し上げますので、決算書の２１ペ

ージ、２２ページをお開き願います。 

 初めに、１款使用料及び手数料について申し

上げます。収入済額は調定額と同額の３，２９

８万４，２５０円で、前年度に比べ２９万２，

０００円の減、率にして０．９％の減でありま

した。 

 収入済額の内訳につきましては、１項使用料

が３，２９８万３，８５０円、２項手数料が４

００円となっております。 

 ２款県支出金１項県補助金について申し上げ

ます。収入済額は調定額と同額の１，０００万

円で、前年度に比べ１，０００万円の皆増であ

りました。令和２年度からの新規事業、農業集

落排水施設整備事業に係る補助金が増加したこ

とによるものであります。 

 ３款１項繰入金について申し上げます。収入

済額は調定額と同額の８，１００万円で、前年

度と同額でありました。 

 ４款１項繰越金について申し上げます。収入

済額は調定額と同額の１０９万３７３円で、前

年度に比べ３２万１，０００円の増、率にして

４１．８％の増でありました。 

 ５款諸収入１項市預金利子について申し上げ

ます。収入済額はありませんでした。 

 ６款１項市債について申し上げます。収入済

額は調定額と同額の４，７５０万円で、前年度

に比べ１，３６０万円の増、率にして４０．

１％の増でありました。 

 ７款分担金及び負担金１項分担金について申

し上げます。収入済額は調定額と同額の６９万

７，８００円で、前年度に比べ６９万７，８０

０円の皆増でありました。農業集落排水事業へ

の新規加入による上山市農村総合整備事業分担

金を徴収したことによるものであります。 

 以上の結果、歳入合計は、予算現額１億７，

３００万円、調定額１億７，３２７万２，４２

３円、収入済額１億７，３２７万２，４２３円

となったものであります。収入済額は前年度に

比べ２，４３２万７，０００円の増、率にして

１６．３％の増でありました。 

 次に、歳出について申し上げますので、次の

ページをお開き願います。 

 １款農業集落排水事業費１項農業集落排水施

設管理費について申し上げます。支出済額は４，

３３８万１，９２０円で、前年度に比べ１８万

５，０００円の増、率にして０．４％の増であ

りました。豪雨対策に係る委託料が増加したこ

となどによるものであります。不用額は２５０

万１，０８０円となっております。 

 ２項農業集落排水施設建設改良費について申

し上げます。支出済額は２，０８７万２，３０

０円で、前年度に比べ２，０８７万２，０００

円の皆増、令和２年度からの新規事業、宮川２

地区農業集落排水施設整備事業に係る建設改良

費が増加したことによるものであります。不用

額は２万７，７００円となっております。 

 ２款１項公債費について申し上げます。支出

済額は１億５６５万４３６円で、前年度に比べ

９９万２，０００円の増、率にして０．９％の

増でありました。不用額は２３万６，５６４円

となっております。 

 ３款１項予備費について申し上げます。支出

済額はありませんでしたので、不用額は３３万

円となっております。 

 以上の結果、歳出合計では、予算現額１億７，
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３００万円、支出済額は１億６，９９０万４，

６５６円、不用額は３０９万５，３４４円とな

ったものであります。支出済額は前年度に比べ

２，２０５万円の増、率にして１４．９％の増

でありました。 

 歳入歳出差引残額は３３６万７，７６７円と

なり、全額を令和３年度に繰越ししたものであ

ります。 

 以上で令和２年度上山市農業集落排水事業特

別会計歳入歳出決算について補足説明を終わり

ますが、よろしくお願い申し上げます。 

○大沢芳朋委員長 これより質疑に入ります。 

 質疑は歳入歳出を一括して行います。 

 質疑、発言を許します。枝松直樹委員。 

○枝松直樹委員 同僚議員からも、以前、一般

質問の中で、公共下水道に接続をするのかとい

うような質問があったと思いますけれども、今

のところ一般会計から繰入れをしているという

ことで、繰越金も生じているというのが令和２

年度決算でございましたけれども、今後、周辺

部の人口減少などを考えると、いずれの日にか、

これは検討しなければならないと思うんですが、

その時期というのは更新の時期なのか、現時点

ではどのようにお考えでございますか。 

○大沢芳朋委員長 上下水道課長。 

○横戸利平上下水道課長 農業集落排水事業に

つきましては、令和６年度に向かいまして、企

業会計への移行を目指しているところでござい

ます。公共下水道に接続するパターンと、あと

は現状のまま運転していくパターンとで、費用

対効果を検討しているところでございます。 

 今後の流れでございますが、企業会計に令和

６年度から移行するのは、これは間違いないの

ですが、その中での流れとしましては、今年度

できる限りの方針を決定、資産データの作成、

それで令和５年度から新年度の予算を組んで、

令和６年度から企業会計に移行するような形を

考えています。 

 また、今ありました切替えのタイミングであ

りますが、農業集落排水事業、施設のほうは老

朽化、最大で今３５年経過している施設がござ

います。そういったところもあり、施設の老朽

化に対します改修も必要ですが、管路のほうが

まだ耐用年数５０年に向かいまして、今最長で

も３５年というところがありますので、その切

替えにつきましては、今後の建設管理費を見な

がら検討してまいりたいと考えております。 

○大沢芳朋委員長 枝松直樹委員。 

○枝松直樹委員 この問題は、公共下水道と同

じような問題を内包していると思います。マッ

クスで３５年経過ということで、耐用年数につ

いてはまだ１５年ほどあるんですけれども、下

水道でつなげば、地震の災害のときなんかは管

が分離してしまいますので使えなくなる。合併

浄化槽であれば、これは１軒１軒の単位ですか

ら、災害にも非常に強い。そして、人口減少対

策にも経済的には優れているということを考え

ると、この後、合併浄化槽の会計も出てきます

が、どう見ても、私から考えると、合併浄化槽

への転換をすべきだと思うのですが、それにつ

いてもぜひ検討項目に加えていただきたいと思

いますが、いかがでしょうか。 

○大沢芳朋委員長 上下水道課長。 

○横戸利平上下水道課長 本市の汚水処理につ

きましては、公共下水道と農業集落排水、そし

て合併処理浄化槽の３つの手法を地域に合った

手法の中で整備してきた経過がございます。 

 今後におきましても、この３つの処理手法に

つきましては、共通した課題、やはり人口減少

に伴います汚水処理の需要の低下、あと長寿命
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化が必要な部分も同じでございます。こういっ

たところを含めまして、３つを総合的に一体的

に検討していくことで、効率的な運営につなげ

てまいりたいと考えております。 

○大沢芳朋委員長 ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 質疑はないものと認めます。 

 以上で、議第４５号議案に対する質疑を終結

いたします。 

 次に討論に入ります。討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 討論なしと認めます。 

 採決いたします。 

 議第４５号令和２年度上山市農業集落排水事

業特別会計歳入歳出決算の認定については、原

案のとおり認定すべきものと決することに御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第４５号は原案のとおり認定すべ

きものと決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 議第４６号 令和２年度上山市介護 

       保険特別会計歳入歳出 

       決算の認定について 

 

○大沢芳朋委員長 次に、議第４６号令和２年

度上山市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定

についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。健康推進課長。 

〔鈴木直美健康推進課長 登壇〕 

○鈴木直美健康推進課長 命によりまして、令

和２年度上山市介護保険特別会計歳入歳出決算

について補足説明を申し上げます。 

 なお、説明に当たりまして、前年度決算額と

の比較増減を申し上げますが、千円単位とさせ

ていただきますので、御了解くださるようお願

いいたします。 

 歳入から申し上げますので、決算書の２５ペ

ージ、２６ページをお開き願います。 

 初めに、１款保険料１項介護保険料について

申し上げます。収入済額は８億２８３万５，７

２１円で、前年度に比べ１，４８０万１，００

０円の減、率にして１．８％の減でありました。

これは被保険者数の減少及び低所得者に対する

負担軽減強化措置によるものであります。不納

欠損額は２１７万９１３円、収入未済額は８４

５万５，３４１円となっております。 

 ２款使用料及び手数料１項手数料について申

し上げます。収入済額は８万３，５００円で、

前年度に比べ３，０００円の減、率にして３．

７％の減でありました。これは督促手数料の減

少によるものであります。不納欠損額はなく、

収入未済額はマイナス１００円となっておりま

すが、還付未済によるものであります。 

 ３款国庫支出金について申し上げます。収入

済額は調定額と同額の９億９，２８１万９，１

６３円で、前年度に比べ２４４万１，０００円

の増、率にして０．２％の増でありました。こ

れは調整交付金の減等により、国庫補助金が減

少となったものの、介護給付費負担金の増によ

り国庫負担金が増加したことによるものであり

ます。 

 収入済額の内訳につきましては、１項国庫負

担金が７億７３万２，８１８円、２項国庫補助

金が２億９，２０８万６，３４５円となってお

ります。 

 ４款１項支払基金交付金について申し上げま

す。収入済額は調定額と同額の９億８，１０２
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万２，４３０円で、前年度に比べ４１万２，０

００円の減、率にして０．０％の減でありまし

た。これは地域支援事業支援交付金の減少によ

るものであります。 

 ５款県支出金について申し上げます。収入済

額は調定額と同額の５億２，９６９万９，７１

０円で、前年度に比べ４０万２，０００円の減、

率にして０．１％の減でありました。これは地

域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総

合以外地域支援）分の増があったものの、地域

支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合

事業）分の減により県補助金が減少したことに

よるものであります。 

 収入済額の内訳につきましては、１項県負担

金が５億１，０１３万２，４８８円、２項県補

助金が１，９５６万７，２２２円となっており

ます。 

 ６款財産収入１項財産運用収入について申し

上げます。収入済額は調定額と同額の５万５，

８３３円で、前年度に比べ７，０００円の減、

率にして１１．５％の減でありました。これは

介護給付費準備基金の運用利子の減少によるも

のであります。 

 ７款繰入金について申し上げます。収入済額

は調定額と同額の５億７，６３８万７，３９２

円で、前年度に比べ２，０３１万３，０００円

の増、率にして３．７％の増でありました。 

 収入済額の内訳につきましては、１項一般会

計繰入金が５億７，６３８万７，３９２円、２

項基金繰入金がゼロ円となっております。 

 ８款１項繰越金について申し上げます。収入

済額は調定額と同額の１億３，８９７万８，３

９９円で、前年度に比べ２，０８３万円の増、

率にして１７．６％の増でありました。 

 ９款諸収入について申し上げます。収入済額

は調定額と同額の２万５，０００円で、前年度

に比べ１万２，０００円の増、率にして９７．

６％の増でありました。これは第１号被保険者

延滞金の増加によるものであります。 

 収入済額の内訳につきましては、１項延滞金、

加算金及び過料が２万５，０００円、２項預金

利子及び３項雑入がゼロ円となっております。 

 次のページをお開き願います。 

 以上の結果、歳入合計では、予算現額４０億

５，６５０万円に対し、調定額４０億３，２５

３万３，３０２円、収入済額４０億２，１９０

万７，１４８円、不納欠損額２１７万９１３円、

収入未済額８４５万５，２４１円となったもの

であります。 

 歳入決算額は前年度に比べ２，７９７万１，

０００円の増、率にして０．７％の増でありま

した。 

 次に、歳出について申し上げますので、次の

ページをお開き願います。 

 初めに、１款総務費について申し上げます。

支出済額は７，７０４万４，３９２円で、前年

度に比べ４４８万１，０００円の増、率にして

６．２％の増でありました。これは介護認定審

査会費及び認定調査費等で減となるものの、コ

ンピュータシステム改修業務委託料及び計画策

定費などの増により総務管理費が増加したこと

によるものであります。不用額は１，１３４万

６，６０８円となっております。 

 支出済額の内訳につきましては、１項総務管

理費が４，９７７万３，３６９円、２項徴収費

が２２８万６，４５５円、３項介護認定審査会

費が２，１５９万６，９７４円、４項趣旨普及

費がゼロ円、５項運営協議会費が２５万４，２

５３円、６項計画策定費が３１３万３，３４１

円となっております。 
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 ２款保険給付費について申し上げます。支出

済額は３５億４，１５２万９，１４８円で、前

年度に比べ５５６万６，０００円の減、率にし

て０．２％の減でありました。これは介護予防

サービス給付費等の増による介護予防サービス

等諸費の増加、高額介護サービス費等の増によ

る高額介護サービス等費の増加などがあるもの

の、居宅介護サービス給付費等の減により介護

サービス等諸費等が減少したことによるもので

あります。不用額は１億３，３７７万８５２円

となっております。 

 支出済額の内訳につきましては、１項介護サ

ービス等諸費が３１億９，１２８万５，８０３

円、２項介護予防サービス等諸費が８，９８６

万５１円、３項その他諸費が３３１万８，８５

５円、４項高額介護サービス等費が７，２４２

万９５８円、５項高額医療合算介護サービス等

費が１，０８０万４８５円、６項市町村特別給

付費が１，１３８万１，０４４円、７項特定入

所者介護サービス等費が１億６，２４６万１，

９５２円となっております。 

 ３款１項基金積立金について申し上げます。

支出済額は８，００５万５，８３３円で、前年

度に比べ３，００４万３，０００円の増、率に

して６０．１％の増でありました。これは介護

給付費準備基金積立金が増加したことによるも

のであります。不用額は４４万４，１６７円と

なっております。 

 ４款地域支援事業費について申し上げます。

支出済額は１億３，３１９万２，３５４円で、

前年度に比べ３３７万６，０００円の減、率に

して２．５％の減でありました。これは生活支

援体制整備事業費等の増により、包括的支援事

業・任意事業費等が増加したものの、介護予

防・生活支援サービス事業費（１号訪問・通

所・生活支援）等の減により介護予防・生活支

援サービス事業費が減少したこと、地域介護予

防活動支援補助金等の減により一般介護予防事

業費が減少したことなどによるものであります。

不用額は１，７２１万３，６４６円となってお

ります。 

 支出済額の内訳につきましては、１項介護予

防・生活支援サービス事業費が７，７８８万１，

００３円、２項一般介護予防事業費が１，１７

２万３，９９９円、３項包括的支援事業・任意

事業費が４，３２４万４，５０２円、４項その

他諸費が３４万２，８５０円となっております。 

 ５款１項公債費について申し上げます。支出

済額は１３万９，８３４円で、前年度に比べ７

万５，０００円の増、率にして１１５．５％の

増でありました。不用額は１１万１６６円とな

っております。これは一時借入金利子が増加し

たことによるものであります。 

 次のページをお開き願います。 

 ６款諸支出金１項償還金及び還付加算金につ

いて申し上げます。支出済額は６，００９万３，

２５６円で、前年度に比べ１，１４４万円の増、

率にして２３．５％の増でありました。これは

過年度の国等の給付費負担金等の返還金が増加

したことによるものであります。不用額は１０

２万６，７４４円となっております。 

 ７款１項予備費について申し上げます。予算

現額は５３万３，０００円でありましたが、支

出がなかったため、全額が不用額となったもの

であります。 

 以上の結果、歳出合計では、予算現額４０億

５，６５０万円に対し、支出済額は３８億９，

２０５万４，８１７円、翌年度繰越額はゼロ円、

不用額は１億６，４４４万５，１８３円となっ

たものであります。 
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 歳出決算額は前年度に比べ３，７０９万７，

０００円の増、率にして１．０％の増でありま

した。 

 歳入歳出差引残額は１億２，９８５万２，３

３１円となり、全額を令和３年度に繰り越した

ものであります。 

 以上で、令和２年度上山市介護保険特別会計

歳入歳出決算について補足説明を終わりますが、

よろしくお願い申し上げます。 

○大沢芳朋委員長 これより質疑に入ります。 

 質疑は歳入歳出を一括して行います。 

 質疑、発言を許します。枝松直樹委員。 

○枝松直樹委員 居宅介護サービス給付費が、

かなりマイナス補正したようで下がっているの

ですけれども、この影響は新型コロナで特にデ

イサービスあたりだと思うんですけれども、行

くのを控えたと、こういう影響が大きいのか、

何の要因でこうなったのか説明してください。 

○大沢芳朋委員長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 居宅介護サービス給

付費につきましては、委員おっしゃるとおり前

年度に比較して若干減少はしております。考え

られる要因としましては、やはり新型コロナの

影響のほか、介護認定者数の絶対数自体もここ

近年は減少しており、その影響も少なからずあ

るかとは思いますが、一番大きな要因としては、

やはり新型コロナの影響と考えております。 

○大沢芳朋委員長 ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 質疑はないものと認めます。 

 以上で、議第４６号議案に対する質疑を終結

いたします。 

 次に、討論に入ります。討論の発言を許しま

す。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 討論なしと認めます。 

 採決いたします。 

 議第４６号令和２年度上山市介護保険特別会

計歳入歳出決算の認定については、原案のとお

り認定すべきものと決することに御異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第４６号は原案のとおり認定すべ

きものと決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 議第４７号 令和２年度上山市浄化 

       槽事業特別会計歳入歳 

       出決算の認定について 

 

○大沢芳朋委員長 次に、議第４７号令和２年

度上山市浄化槽事業特別会計歳入歳出決算の認

定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。上下水道課長。 

〔横戸利平上下水道課長 登壇〕 

○横戸利平上下水道課長 命によりまして、令

和２年度上山市浄化槽事業特別会計歳入歳出決

算について補足説明申し上げます。 

 なお、説明に当たりまして、前年度決算額と

の比較増減額を申し上げますが、千円単位とさ

せていただきますので、御了承くださるようお

願いいたします。 

 歳入から申し上げますので、決算書の３３ペ

ージ、３４ページをお開き願います。 

 初めに、１款使用料及び手数料について申し

上げます。収入済額は９５２万２，５３０円で、

前年度に比べ１６万９，０００円の増、率にし

て１．８％の増でありました。収入未済額は４

万１，６９０円となっております。 
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 収入済額の内訳につきましては、１項使用料

が９５１万８，０３０円、２項手数料が４，５

００円となっております。 

 ２款１項繰入金について申し上げます。収入

済額は調定額と同額の７８０万円で、前年度に

比べ１４０万円の増、率にして２１．９％の増

でありました。 

 ３款１項繰越金について申し上げます。収入

済額は調定額と同額の６９万１，３３２円で、

前年度に比べ９８万１，０００円の減、率にし

て５８．７％の減でありました。 

 ４款諸収入１項市預金利子について申し上げ

ます。収入済額はありませんでした。 

 以上の結果、歳入合計では、予算現額１，８

６０万円、調定額１，８０５万５，５５２円、

収入済額１，８０１万３，８６２円、収入未済

額４万１，６９０円となったものであります。

収入済額は前年度に比べ５８万８，０００円の

増、率にして３．４％の増でありました。 

 次に、歳出について申し上げますので、次の

ページをお開き願います。 

 １款浄化槽事業費１項浄化槽管理費について

申し上げます。支出済額は１，１７０万４，３

６７円で、前年度に比べ４２万８，０００円の

増、率にして３．８％の増でありました。清掃

保守業務委託料が増加したことなどによるもの

であります。不用額は１２７万１，６３３円と

なっております。 

 ２款１項公債費について申し上げます。支出

済額は５４５万８，４１４円で、前年度と同額

でありました。不用額は１，５８６円となって

おります。 

 ３款１項予備費について申し上げます。支出

済額はありませんでした。不用額は１６万４，

０００円となっております。 

 以上の結果、歳出合計では、予算現額１，８

６０万円、支出済額は１，７１６万２，７８１

円、不用額は１４３万７，２１９円となったも

のであります。支出済額は前年度に比べ４２万

８，０００円の増、率にして２．６％の増であ

りました。 

 歳入歳出差引残額は８５万１，０８１円とな

り、全額を令和３年度に繰越ししたものであり

ます。 

 以上で令和２年度上山市浄化槽事業特別会計

歳入歳出決算について補足説明を終わりますが、

よろしくお願い申し上げます。 

○大沢芳朋委員長 これより質疑に入ります。 

 質疑は歳入歳出を一括して行います。 

 質疑、発言を許します。枝松直樹委員。 

○枝松直樹委員 今、浄化槽は２，０００基近

くあるのだと思いますが、合併浄化槽が多いの

ですけれども、単独という方がまだ７００基ぐ

らい残っているそうですね。一方で、中川地区

の一部について市が管理というふうになってお

りますが、市が管理している浄化槽は２１１基

あるということでございまして、やっぱり個人

で管理というのはなかなか大変ですし、市が管

理する浄化槽を増やしていくべきだと思ってい

ます。 

 全国的にも、合併浄化槽に移行、単独から合

併にと、管理については市が関与していくと、

そういう流れにあるかと思うんですが、本市の

この先の状況について伺います。 

○大沢芳朋委員長 上下水道課長。 

○横戸利平上下水道課長 単独浄化槽から合併

浄化槽への移行につきましては、現在、単独浄

化槽が７４８基残っております。これにつきま

しては、県の補助金等を活用しながら、単独、

あとくみ取り式からの切替えを行う施策としま
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して８割補助という形で、合併浄化槽への移行

を進めているところでございます。 

 今、委員からありましたとおり、中川地区の

ほうにおきましては、５地区において面的整備

しました市設置型の浄化槽を設置しております

が、これにつきましては面的に整備をしたとき

に効率的に経費が一体的に圧縮されるなど、そ

ういったメリットがある場合、進めるべきとこ

ろと考えております。 

 また、個人設置型浄化槽につきましても、や

はり飛び飛びで、各山間部であったり、そうい

ったところを補完するための手法としまして、

個別設置の合併浄化槽も今後とも力を入れて推

進してまいりたいと考えております。 

 あと、今後におきまして、新たな地域でこの

市設置型の浄化槽とすることについては、現在

のところ想定しておりません。 

○大沢芳朋委員長 枝松直樹委員。 

○枝松直樹委員 浄化槽も以前と比べてかなり

性能がよくなっていると聞いております。高性

能の浄化槽で、やはりこれから個人でつけてそ

れで管理できる人はいいんですけれども、エリ

アを今度増やすつもりはないというふうな今の

回答だったと思いますが、浄化槽について再度

点検をしながら、検討をさらに加えてほしいと

いうことを要望として申し上げておきます。 

○大沢芳朋委員長 ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 質疑はないものと認めます。 

 以上で、議第４７号議案に対する質疑を終結

いたします。 

 次に、討論に入ります。討論の発言を許しま

す。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 討論なしと認めます。 

 採決いたします。 

 議第４７号令和２年度上山市浄化槽事業特別

会計歳入歳出決算の認定については、原案のと

おり認定すべきものと決することに御異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第４７号は原案のとおり認定すべ

きものと決しました。 

 この際１０分間休憩いたします。 

    午前１０時５５分 休 憩 

                  

    午前１１時０５分 開 議 

○大沢芳朋委員長 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 議第４８号 令和２年度上山市後期 

       高齢者医療特別会計歳 

       入歳出決算の認定につ 

       いて 

 

○大沢芳朋委員長 次に、議第４８号令和２年

度上山市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

の認定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。健康推進課長。 

〔鈴木直美健康推進課長 登壇〕 

○鈴木直美健康推進課長 命によりまして、令

和２年度上山市後期高齢者医療特別会計歳入歳

出決算について補足説明申し上げます。 

 なお、説明に当たりまして、前年度決算額と

の比較増減を申し上げますが、千円単位とさせ

ていただきますので、御了解くださるようお願

いいたします。 

 歳入から申し上げますので、決算書の３７ペ
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ージ、３８ページをお開き願います。 

 初めに、１款１項後期高齢者医療保険料につ

いて申し上げます。収入済額は３億１，１９１

万１，０１３円で、前年度に比べ１，６１７万

６，０００円の増、率にして５．５％の増であ

りました。これは保険料率の改定によるもので

あります。不納欠損額は１０万６，２０４円、

収入未済額は１１３万１，３９６円となってお

ります。 

 ２款使用料及び手数料１項手数料について申

し上げます。収入済額は調定額と同額の６万３，

２００円で、前年度に比べ７，０００円の減、

率にして１０．２％の減でありました。これは

督促手数料の減少によるものであります。 

 ３款繰入金１項一般会計繰入金について申し

上げます。収入済額は調定額と同額の１億１，

８９６万３，７７９円で、前年度に比べ６７９

万３，０００円の増、率にして６．１％の増で

ありました。これは事務費繰入金、保険基盤安

定繰入金及びその他繰入金の増加によるもので

あります。 

 ４款１項繰越金について申し上げます。収入

済額は調定額と同額の１５５万８，８５７円で、

前年度に比べ１１７万９，０００円の増、率に

して３１０．７％の増でありました。これは前

年度繰越金の増加によるものであります。 

 ５款諸収入について申し上げます。収入済額

は調定額と同額の１８８万６，１７５円で、前

年度に比べ３９万円の増、率にして２６．０％

の増でありました。これは保険料還付金及び事

務費負担金決算剰余金の増による雑入等の増加

によるものであります。 

 収入済額の内訳につきましては、１項延滞金、

加算金及び過料がゼロ円、２項償還金及び還付

加算金が４６万６，１００円、３項預金利子が

ゼロ円、４項雑入が１４２万７５円となってお

ります。 

 以上の結果、歳入合計では、予算現額４億６，

３００万円に対し、調定額４億３，５６２万６

２４円、収入済額４億３，４３８万３，０２４

円、不納欠損額１０万６，２０４円、収入未済

額１１３万１，３９６円となったものでありま

す。 

 歳入決算額は前年度に比べ２，４５３万１，

０００円の増、率にして６．０％の増でありま

した。 

 次に、歳出について申し上げますので、次の

ページをお開き願います。 

 初めに、１款総務費について申し上げます。

支出済額は４３７万３，０２２円で、前年度に

比べ１３万円の減、率にして２．９％の減であ

りました。これは一般管理費の減により総務管

理費等が減少したことによるものであります。

不用額は７６万２，９７８円となっております。 

 支出済額の内訳につきましては、１項総務管

理費が２８６万２，４５０円、２項徴収費が１

５１万５７２円となっております。 

 ２款１項後期高齢者医療広域連合納付金につ

いて申し上げます。支出済額は４億２，８６２

万７，２０６円で、前年度に比べ２，５３０万

９，０００円の増、率にして６．３％の増であ

りました。これは事務費負担金及び保険料等負

担金の増加によるものであります。不用額は２，

５４５万３，７９４円となっております。 

 ３款１項公債費について申し上げます。予算

現額は１０万円でありましたが、支出がなかっ

たため全額が不用額となったものであります。 

 ４款諸支出金１項償還金及び還付加算金につ

いて申し上げます。支出済額は４５万７，６０

０円で、前年度に比べ１万４，０００円の減、
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率にして２．９％の減でありました。これは令

和元年度以前の還付金の減少によるものであり

ます。 

 ５款１項予備費について申し上げます。予算

現額は２６７万３，０００円でありましたが、

支出がなかったため全額が不用額となったもの

であります。 

 以上の結果、歳出合計では、予算現額４億６，

３００万円に対し、支出済額は４億３，３４５

万７，８２８円、翌年度繰越額はゼロ円、不用

額は２，９５４万２，１７２円となったもので

あります。 

 歳出決算額は前年度に比べ２，５１６万５，

０００円の増、率にして６．２％の増でありま

した。 

 歳入歳出差引残額は９２万５，１９６円とな

り、全額を令和３年度に繰り越したものであり

ます。 

 以上で令和２年度上山市後期高齢者医療特別

会計歳入歳出決算について補足説明を終わりま

すが、よろしくお願い申し上げます。 

○大沢芳朋委員長 これより質疑に入ります。 

 質疑は歳入歳出を一括して行います。 

 質疑、発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 質疑はないものと認めます。 

 以上で、議第４８号議案に対する質疑を終結

いたします。 

 次に、討論に入ります。討論の発言を許しま

す。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 討論なしと認めます。 

 採決いたします。 

 議第４８号令和２年度上山市後期高齢者医療

特別会計歳入歳出決算の認定については、原案

のとおり認定すべきものと決することに御異議

ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第４８号は原案のとおり認定すべ

きものと決しました。 
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 議第４９号 令和２年度上山市産業 

       団地整備事業特別会計 

       歳入歳出決算の認定に 

       ついて 

 

○大沢芳朋委員長 次に、議第４９号令和２年

度上山市産業団地整備事業特別会計歳入歳出決

算の認定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。商工課長。 

〔木村昌光商工課長 登壇〕 

○木村昌光商工課長 命によりまして、令和２

年度上山市産業団地整備事業特別会計歳入歳出

決算について補足説明を申し上げます。 

 なお、説明に当たりまして、前年度決算額と

の比較増減を申し上げますが、千円単位とさせ

ていただきますので、御了解くださるようお願

いいたします。 

 歳入から申し上げますので、決算書の４１ペ

ージ、４２ページをお開き願います。 

 初めに、１款繰入金１項他会計繰入金につい

て申し上げます。収入済額は調定額と同額の２，

１７６万４，８６１円で、前年度に比べ６８５

万８，０００円の増、率にして４６．０％の増

でありました。これは主に令和元年度から繰り

越して実施した産業団地内水路のボックスカル

バート入替等工事に充てる下水道事業会計繰入

金の増によるものであります。 
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 ２款１項市債について申し上げます。収入済

額は調定額と同額の１億５，０９０万円で、前

年度に比べ２億１，７１０万円の減、率にして

５９．０％の減でありました。これは産業団地

の造成工事等に充てる市債の減によるものであ

ります。 

 ３款１項繰越金について申し上げます。収入

済額は調定額と同額の２３万７，０００円で、

前年度に比べ１７万８，０００円の増、率にし

て３０１．７％の増でありました。 

 以上の結果、歳入合計では予算現額２億９６

３万７，０００円に対し、調定額、収入済額と

もに１億７，２９０万１，８６１円となったも

のであります。 

 歳入決算額は前年度に比べ２億１，００６万

４，０００円の減、率にして５４．９％の減で

ありました。 

 次に、歳出について申し上げますので、４３

ページ、４４ページをお開き願います。 

 初めに、１款１項産業団地整備事業費につい

て申し上げます。支出済額は１億６，９８９万

１，５６６円で、前年度に比べ２億１，１４７

万６，０００円の減、率にして５５．５％の減

でありました。これは主に、用地取得費、農業

用排水設備移設工事負担金が皆減となった一方

で、出来形確認測量等業務委託、産業団地の造

成工事、ボックスカルバート入替工事等を実施

したものであります。 

 翌年度繰越額は２５４万１，０００円で、不

用額は３，０３０万４，４３４円となっており

ます。 

 ２款１項公債費について申し上げます。支出

済額は２９６万９，２９５円で、前年度に比べ

１６０万８，０００円の増、率にして１１８．

１％の増でありました。これは市債利子の増に

よるものであります。不用額は２４８万７０５

円となっております。 

 ３款１項予備費について申し上げます。支出

済額はありませんでしたので、不用額は１４５

万円となっております。 

 以上の結果、歳出合計では、予算現額２億９

６３万７，０００円に対し、支出済額は１億７，

２８６万８６１円、翌年度繰越額は２５４万１，

０００円、不用額は３，４２３万５，１３９円

となったものであります。 

 歳出決算額は前年度に比べ２億９８６万８，

０００円の減、率にして５４．８％の減であり

ました。 

 歳入歳出差引残額は４万１，０００円となり、

全額を令和３年度に繰越ししたものであります。 

 以上で令和２年度上山市産業団地整備事業特

別会計歳入歳出決算について補足説明を終わり

ますが、よろしくお願い申し上げます。 

○大沢芳朋委員長 これより質疑に入ります。 

 質疑は歳入歳出を一括して行います。 

 質疑、発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 質疑はないものと認めます。 

 以上で、議第４９号議案に対する質疑を終結

いたします。 

 次に、討論に入ります。討論の発言を許しま

す。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 討論なしと認めます。 

 採決いたします。 

 議第４９号令和２年度上山市産業団地整備事

業特別会計歳入歳出決算の認定については、原

案のとおり認定すべきものと決することに御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○大沢芳朋委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第４９号は原案のとおり認定すべ

きものと決しました。 
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 議第５０号 令和２年度上山市水道 

       事業会計決算の認定に 

       ついて 

 

○大沢芳朋委員長 次に、議第５０号令和２年

度上山市水道事業会計決算の認定についてを議

題といたします。 

 当局の説明を求めます。上下水道課長。 

〔横戸利平上下水道課長 登壇〕 

○横戸利平上下水道課長 命によりまして、令

和２年度上山市水道事業会計決算について補足

説明を申し上げます。 

 水道事業会計決算書の２ページ、３ページを

お開き願います。 

 初めに、収益的収入及び支出の収入でありま

すが、第１款水道事業収益の予算額８億９００

万円に対し、決算額は８億８３０万９，４２２

円で、６９万５７８円の減となっておりますが、

第１項営業収益で給水収益の減少などによるも

のであります。 

 次に、支出でありますが、第１款水道事業費

用の予算額７億９，２００万円に対し、決算額

は７億６，２２６万７１４円で、不用額は２，

９７３万９，２８６円となっておりますが、第

１項営業費用で修繕費、委託料の減少などによ

るものであります。 

 ４ページ、５ページをお開き願います。 

 資本的収入及び支出の収入でありますが、第

１款資本的収入の予算額１億８，１００万円に

対し、決算額１億５，６３９万８，５００円で、

２，４６０万１，５００円の減となっておりま

すが、第４項企業債及び工事負担金の減少によ

るものであります。 

 次に、支出でありますが、第１款資本的支出

の予算額４億１，４００万円に対し、決算額３

億６，６５６万３，０１９円で、不用額４，７

４３万６，９８１円となっておりますが、第１

項建設改良費で工事請負費の減少などによるも

のであります。 

 なお、欄外に記載のとおり、資本的収支で２

億１，０１６万４，５１９円の不足額を生じま

したが、過年度分及び当年度分損益勘定留保資

金により補塡を行っております。 

 次に、６ページをお開き願います。 

 令和２年度上山市水道事業損益計算書につい

て御説明申し上げます。 

 １、営業収益は（１）給水収益から（５）受

託金までを合計し６億７，８６９万６１６円、

２、営業費用は（１）原水及び浄水費から

（７）その他営業費用までを合計し６億８，７

４２万３，６１６円となり、営業利益はマイナ

ス８７３万３，０００円となっております。 

 ３、営業外収益は、（１）受取利息及び配当

金から（４）他会計補助金までを合計し６，３

３２万５，３５６円、４、営業外費用は（１）

支払利息と（２）雑支出を合計し２，５５８万

７，４７７円、営業外収支は３，７７３万７，

８７９円となり、経常利益は２，９００万４，

８７９円となっております。 

 ５、特別利益はありませんでした。 

 ６、特別損失は（１）貸倒損失と、（２）そ

の他特別損失を合計し９９万９，１７２円とな

り、当年度純利益は経常利益から特別損失を差

し引きました２，８００万５，７０７円で、前

年度繰越利益剰余金を加えた当年度未処分利益
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剰余金は２億９，４７１万１，３２４円となっ

たものであります。 

 次に、７ページを御覧ください。 

 令和２年度上山市水道事業剰余金計算書につ

いて御説明申し上げます。 

 初めに、資本金でありますが、前年度処分額

及び当年度変動額はありませんでしたので、資

本金の当年度末残高は２１億９，３１９万６，

１８７円となったものであります。 

 次に、資本剰余金でありますが、前年度処分

額及び当年度変動額はありませんでしたので、

資本剰余金の当年度末残高の合計は５９５万２，

７０４円となったものであります。 

 次に、利益剰余金でありますが、前年度処分

額がありませんでしたので、利益剰余金合計の

処分後残高４億７，０７０万５，６１７円に、

当年度変動額２，８００万５，７０７円を加え、

利益剰余金の当年度末残高の合計は４億９，８

７１万１，３２４円となったものであります。 

 資本金と剰余金を合計した資本合計の当年度

末残高は２６億９，７８６万２１５円となった

ものであります。 

 次に、８ページをお開き願います。 

 令和２年度上山市水道事業剰余金処分計算書

について御説明申し上げます。 

 当年度、議会の議決による処分額はありませ

んでした。 

 次に、９ページを御覧ください。 

 令和２年度上山市水道事業貸借対照表につい

て御説明申し上げます。 

 資産の部でありますが、１、固定資産は、

（１）有形固定資産のイ土地からヌ建設仮勘定

までを合計した４８億５，５２０万１，３０５

円に、（２）無形固定資産の合計５５８万２，

０００円を合わせ、固定資産合計は４８億６，

０７８万３，３０５円となっております。２、

流動資産は、（１）現金預金から（３）貯蔵品

までを合計し、８億９３万６，９７０円となっ

ております。３、繰延勘定はありませんでした

ので、資産合計は５６億６，１７２万２７５円

となったものであります。 

 １０ページをお開き願います。 

 負債の部でありますが、４、固定負債は、

（１）企業債と（２）リース債務を合計し、１

６億２０７万２，７６６円となっております。

５、流動負債は（１）企業債から（５）預り金

までを合計し２億４，００４万７，７６３円と

なっております。６、繰延収益は（１）長期前

受金から（２）長期前受金収益化累計額を差し

引いた合計で１１億２，１７３万９，５３１円

となり、負債合計は２９億６，３８６万６０円

となったものであります。 

 資本の部でありますが、７ページの上山市水

道事業剰余金計算書で説明したとおりでありま

すので、説明を省略させていただきます。 

 結果、負債合計に資本合計を加えました負

債・資本合計は５６億６，１７２万２７５円と

なったものであります。 

 次に、２１ページをお開き願います。 

 令和２年度上山市水道事業会計キャッシュ・

フロー計算書について御説明申し上げます。 

 １、業務活動によるキャッシュ・フローは、

当年度純利益からその他流動資産等の増減額ま

での小計３億１，２５４万３，０３９円に、利

息及び配当金の受取額からリース料利息の支払

額までを合計し、２億８，７１５万４，００３

円となったものであります。 

 ２、投資活動によるキャッシュ・フローは、

有形固定資産の取得による支出から国庫補助金

等による収入までを合計し、マイナス１億６，
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４３６万５，５００円となったものであります。 

 ３、財務活動によるキャッシュ・フローは、

一時借入金による収入からリース料の元本支払

額までを合計し、マイナス１，９２０万５，５

１９円となっております。 

 合計である資金の増加額に資金の期首残高を

加えた資金の期末残高は６億４，７３７万５，

８７４円となったものであります。 

 １２ページから２０ページまでの事業の概況

や工事などの事業報告書と、２２ページ以降の

各明細書などの附属書類につきましては、説明

を省略させていただきますので、御参照をお願

いいたします。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

申し上げます。 

○大沢芳朋委員長 これより質疑に入ります。 

 質疑は全部を一括して行います。 

 質疑、発言を許します。枝松直樹委員。 

○枝松直樹委員 決算の審査意見書について、

５０ページの供給単価・給水原価等推移という

ところです。この表の下に３行あるんです。供

給単価は２２３円２銭でと。飛ばして、この結

果、給水原価が供給単価を１円５７銭上回り、

供給損益はプラスとなっているという表現があ

るんですが、ここは、この結果、供給単価が給

水原価を１円５７銭ということで私は解釈しま

した。 

 要するに何を言いたいかというと、水を仕入

れてそれを売るわけですが、要するにプラスに

なったということを言いたいと思うんです。前

の年、令和元年度は逆に高く水を買って安く売

ってしまったということですから、これは言葉

が、供給と給水が逆じゃないかと思うんですが、

いかがですか。 

○大沢芳朋委員長 監査委員。 

○大和 啓監査委員 大変申し訳ございません

でした。この表のとおり、給水単価が下回って

いますので、供給単価が給水原価を１円５７銭

上回るというふうに御訂正お願いいたします。 

○大沢芳朋委員長 ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 質疑はないものと認めます。 

 以上で、議第５０号議案に対する質疑を終結

いたします。 

 次に、討論に入ります。討論の発言を許しま

す。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 討論なしと認めます。 

 採決いたします。 

 議第５０号令和２年度上山市水道事業会計決

算の認定については、原案のとおり認定すべき

ものと決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第５０号は原案のとおり認定すべ

きものと決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 議第５１号 令和２年度上山市下水 

       道事業会計決算の認定 

       について 

 

○大沢芳朋委員長 次に、議第５１号令和２年

度上山市下水道事業会計決算の認定についてを

議題といたします。 

 当局の説明を求めます。上下水道課長。 

〔横戸利平上下水道課長 登壇〕 

○横戸利平上下水道課長 命によりまして、令

和２年度上山市下水道事業会計決算について補

足説明を申し上げます。 
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 下水道事業会計決算書の２ページ、３ページ

をお開き願います。 

 初めに、収益的収入及び支出の収入でありま

すが、第１款下水道事業収益の予算額１０億２，

１２０万円に対し、決算額は１０億５，４９５

万１，８５５円で、３，３７５万１，８５５円

の増となっておりますが、第２項営業外収益で

他会計負担金及び雑収入の増などによるもので

あります。 

 次に、支出でありますが、第１款下水道事業

費用の予算額１０億１，７２０万円に対し、決

算額は９億６，６４１万１，２８９円で、不用

額は５，０７８万８，７１１円となっておりま

すが、第１項営業外費用で消費税及び地方消費

税の減少などによるものであります。 

 ４ページ、５ページをお開き願います。 

 資本的収入及び支出の収入でありますが、第

１款資本的収入の予算額１１億７，９０４万２，

０００円に対し、決算額９億７，２７７万７，

１３９円で、２億６２６万４，８６１円の減と

なっておりますが、第１項企業債などの減少に

よるものであります。 

 次に、支出でありますが、第１款資本的支出

の予算額１３億８，３０８万４，０００円に対

し、決算額１３億１，８２６万６０７円で、翌

年度繰越額は５，６３４万２，０００円、不用

額８４８万１，３９３円となっておりますが、

第１項建設改良費で工事請負費、第２項固定資

産購入費の減少によるものであります。 

 なお、欄外に記載のとおり、資本的収支で３

億４，５４８万３，４６８円の不足額を生じま

したが、当年度分損益勘定留保資金により補塡

を行っております。 

 次に、６ページをお開き願います。 

 令和２年度上山市下水道事業損益計算書につ

いて御説明申し上げます。 

 １、営業収益は（１）下水道使用料から

（４）その他営業収益までを合計し５億５，２

６０万７，０７５円、２、営業費用は（１）管

渠費から（５）減価償却費までを合計し８億５，

９７１万４，３３５円となり、営業利益はマイ

ナス３億７１０万７，２６０円となっておりま

す。 

 ３、営業外収益は、（１）受取利息及び配当

金から（４）雑収益までを合計し４億２，９２

５万９，８３０円、４、営業外費用は（１）支

払利息と（２）雑支出を合計し８，０１１万４，

６６１円、営業外収支は３億４，９１４万５，

１６９円となり、経常利益は４，２０３万７，

９０９円となっております。 

 ５、特別損失は（１）賞与引当金繰入額と、

（２）貸倒引当金繰入額を合計し５０９万９，

３１０円となっております。 

 以上より、当年度純利益は３，６９３万８，

５９９円で、前年度繰越利益剰余金はありませ

んでしたので、当年度未処分利益剰余金は３，

６９３万８，５９９円となったものであります。 

 次に、７ページを御覧ください。 

 令和２年度上山市下水道事業剰余金計算書に

ついて御説明申し上げます。 

 初めに、資本金でありますが、前年度処分額

及び当年度変動額はありませんでしたので、資

本金の当年度末残高は１１億６，３７７万４，

３９６円となったものであります。 

 次に、資本剰余金でありますが、前年度処分

額及び当年度変動額はありませんでしたので、

資本剰余金の当年度末残高の合計は２億３，５

４４万３，１７２円となったものであります。 

 次に、利益剰余金でありますが、前年度末残

高及び前年度処分額がありませんでしたので、
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当年度変動額３，６９３万８，５９９円が利益

剰余金の当年度末残高３，６９３万８，５９９

円となったものであります。 

 資本金と剰余金を合計した資本合計の当年度

末残高は１４億３，６１５万６，１６７円とな

ったものであります。 

 次に、８ページをお開き願います。 

 令和２年度上山市下水道事業剰余金処分計算

書について御説明申し上げます。 

 当年度、議会の議決による処分額はありませ

んでした。 

 次に、９ページを御覧ください。 

 令和２年度上山市下水道事業貸借対照表につ

いて御説明申し上げます。 

 資産の部でありますが、１、固定資産は

（１）有形固定資産のイ土地からヘ建設仮勘定

までを合計した１３６億３，４８１万２，２３

０円に、（２）無形固定資産の合計５，２７８

万５，７３８円を合わせ、固定資産合計は１３

６億８，７５９万７，９６８円となっておりま

す。２、流動資産は、（１）現金預金と（２）

未収金を合計し、３億７１０万４，８９８円と

なっております。 

 以上より、資産合計は１３９億９，４７０万

２，８６６円となったものであります。 

 次に、１０ページをお開き願います。 

 負債の部でありますが、３、固定負債は、

（１）企業債６２億４，６４７万９，７６３円

となっております。４、流動負債は（１）未払

金と（２）引当金を合計し、２億９，９４８万

５，４６８円となっております。５、繰延収益

は（１）長期前受金から（２）長期前受金収益

化累計額を差し引いた合計で６０億１，２５８

万１，４６８円となり、負債合計は１２５億５，

８５４万６，６９９円となったものであります。 

 資本の部でありますが、７ページの上山市下

水道事業剰余金計算書で説明したとおりであり

ますので、説明を省略させていただきます。 

 結果、負債合計に資本合計を加えました負

債・資本合計は１３９億９，４７０万２，８６

６円となったものであります。 

 次に、２２ページをお開き願います。 

 令和２年度上山市下水道事業会計キャッシ

ュ・フロー計算書について御説明申し上げます。 

 １、業務活動によるキャッシュ・フローは、

当年度純利益からその他流動資産等の増減額ま

での小計３億８，８７６万２５円に、利息及び

配当金の受取額と利息の支払額までを合計し、

３億１，０１８万９，０４０円となったもので

あります。 

 ２、投資活動によるキャッシュ・フローは、

有形固定資産の取得による支出から投資活動に

よる負債の増減までを合計し、マイナス４億２，

０４８万３，８５２円となったものであります。 

 ３、財務活動によるキャッシュ・フローは、

一時借入れによる収入から建設改良等の財源に

充てるための企業債の償還による支出までを合

計し、２億１，６９８万３，４４８円となって

おります。 

 合計である資金の増加額に資金の期首残高を

加えた資金の期末残高は１億７，４９３万１，

７０２円となったものであります。 

 １２ページから２１ページまでの事業の概況

や工事などの事業報告書と、２３ページ以降の

各明細書などの附属書類につきましては、説明

を省略させていただきますので、御参照をお願

いいたします。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

申し上げます。 

○大沢芳朋委員長 これより質疑に入ります。 
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 質疑は全部を一括して行います。 

 質疑、発言を許します。髙橋義明委員。 

○髙橋義明委員 本市の下水道事業というのは

供用開始から４０年目を迎えるというふうな長

期間にわたっておりますが、現在、久保手と皆

沢に新設工事をやっておるわけですが、この事

業はいつをめどに終了するのかというのが一つ。 

 それから、老朽管の補修についてであります

が、もう既に始まっているわけですが、その実

態について、また４０年前に使われていた材質

と現在使われている材質、これの耐用年数ある

いは材質の違いなどについても併せてお示しを

願いたいと思います。 

 それから、第３点目でございますが、前に川

口から中山の辺りのところを、区域を外したと

いうふうなことがございましたが、その際に本

管を布設したままにしておくということで、そ

の弊害はないかという質問をした覚えがござい

ます。弊害はないというふうな答えでありまし

たけれども、改めまして、いわゆる本管の川口

側ではなくて、石曽根側の蓋をするというか、

そういう工事はきちっとされておったのかどう

かということを併せてお尋ねをいたします。 

○大沢芳朋委員長 上下水道課長。 

○横戸利平上下水道課長 まず、第１点目の単

独下水道区域の皆沢工区及び流域下水道の久保

手工区につきましては、令和６年度までの事業

計画で進めております。社会資本総合交付金の

状況にもよるところではありますが、基本的に

は令和６年度です。令和５年度までに、まずは

汚水管を配置し、令和６年度で路面復旧、全て

年次計画完了というスケジュール感でございま

す。 

 ２つ目でございます。下水管の更新と材質の

違いという御質問に対してでございますが、下

水道事業は、先ほど委員おっしゃられたとおり、

供用開始から４０年が経過しております。管渠

の耐用年数は５０年と示されております。ただ、

現在、管路延長約１５７キロメートルございま

して、そのうち４４％が当初配置しました昔で

いうコンクリートヒューム管、土管が、まず４

４％ございます。この部分につきましては、耐

用年数前ではありますが、汚水から発生します

硫化水素だったり、そういったところでコンク

リートの劣化が見られるような場合があります。 

 現在におきましては、管路にカメラを挿入さ

せまして、中の状況確認、そして点検をして、

緊急性の高いところから管路更生工事という形

で今事業を進めております。イメージとしまし

ては、下水道管の中に内膜を張って、新たな管

を形成するような工事で進めているところでご

ざいます。 

 材質につきましては、現在の材質は硫化水素

に強い塩ビ管を残りの６６％は使用しておりま

すので、それについてはそういった影響が問題

ないというところで考えております。 

 あと、３点目でございますが、川口地内国道

近辺に存置されております下水管でありますが、

委員御理解のとおり、現在も埋設されており、

管末につきましてはしっかりとした処理をして

存置しているような状況でございます。 

○大沢芳朋委員長 髙橋義明委員。 

○髙橋義明委員 今使っている塩ビ管も５０年

なのかということと、それから川口のほうは処

理をしたということでありますが、それは川口

側で止めたのか、石曽根側で止めたのかという

ことをもう一度お伺いいたします。 

○大沢芳朋委員長 上下水道課長。 

○横戸利平上下水道課長 まず、塩ビ管のほう

の耐用年数ですが、総務省で示しております構
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造物としての管渠は５０年というところでござ

いまして、コンクリートヒューム管も塩ビ管も

同じく５０年という区切りの中で整理はされて

おります。しかし、下水道につきましては、上

水道と違いまして、管路の中にカメラとかを入

れまして点検ができるというメリットがござい

ます。そういったところもありまして、全てが

耐用年数が来たから更新しましょうという形に

は、将来的にはならないと考えておるところで

ございます。 

 あと、もう１点でございますが、先ほど来あ

りました川口に向かう下水管でございますが、

基本的に下水道が流れないところの管末処理は

一番近いところでするのが基本でございますの

で、石曽根側のほうで処理されているものと考

えております。 

○大沢芳朋委員長 髙橋義明委員。 

○髙橋義明委員 安心をしたところであります。 

 それから、成果説明書のほうで、８８ページ

でありますけれども、水洗化率ですかね。 

 令和６年で工事が終わるというふうな話がご

ざいましたけれども、これは４０年たって、合

併処理浄化槽化されているうちもだんだん増え

ている中で、普及率がプラスの０．２％であっ

たというふうな実績でございます。地域の協力

も得られているものというふうに思います。引

き続き、地区民との協力体制を確立しながら、

この工事を進めていっていただきたいと思いま

す。 

 また、事業に当たっては公営企業会計に移行

した利点というものを生かしながら、持続可能

な経営の確立に引き続き尽力を願うものであり

ます。 

○大沢芳朋委員長 ほかに質疑はありませんか。

枝松直樹委員。 

○枝松直樹委員 令和２年度の企業債の残高で

すが、６２億４，６００万円ほどあるというこ

とでありますが、私が読んだ本の中では、下水

道の採算が取れるというのは、１ヘクタール、

１町歩の中に、４０人以上が居住をして、その

地域が連檐をしているということが一つの損益

分岐点として学会などでは取り上げられている

ようでありますが、ですから今でもその原則か

ら外れている地域が私はあると思っています。 

 それで、先ほど令和６年まで、久保手あるい

は皆沢という話が出ましたけれども、それ以上

は下水道整備をすべきではないというふうに考

える次第です。この場でそんな大きなことを言

って、おまえ何なんだと言われるかもしれませ

んが、長期的に見てどんどん負担が増えていく、

それで一般会計からの繰り出しが増えていくと

いうような状況が予想されますので、先ほどほ

かの会計で言いましたけれども、合併浄化槽へ

の行政側としての転換ということも、今現在、

日本国内でもちらほら見られるようになってき

ています。そこを鑑みて、本市でもぜひ慎重な

検討をお願いしたいということであります。要

望にとどめておきたいと思います。 

○大沢芳朋委員長 市長。 

○横戸長兵衛市長 ただいまの意見でございま

すが、私もそういう考え方で進んでおりまして、

川口、中山を合併浄化槽にしたというのは、や

っぱり将来負担とか、あるいは高低差というの

でしょうか、中山なんかは特にそういう環境で

ございましたので、将来を考えて、当初は公共

下水道計画に含めておりましたけれども、そこ

をやめた経緯がございますので、我々としても

皆沢、久保手で最後ではないかと。エリアの拡

張については、そういう考え方を持っておりま

す。 



－１７７－ 

○大沢芳朋委員長 ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 質疑はないものと認めます。 

 以上で、議第５１号議案に対する質疑を終結

いたします。 

 次に、討論に入ります。討論の発言を許しま

す。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 討論なしと認めます。 

 採決いたします。 

 議第５１号令和２年度上山市下水道事業会計

決算の認定については、原案のとおり認定すべ

きものと決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第５１号は原案のとおり認定すべ

きものと決しました。 

 以上で、当委員会に付託されました議案の審

査は全て終了いたしました。 

 この際、お諮りいたします。 

 委員長報告の取りまとめは、正副委員長に御

一任願いたいと思いますが、これに御異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、委員長報告の取りまとめは正副委員

長に一任することに決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

閉  会 

 

○大沢芳朋委員長 これにて決算特別委員会を

閉会いたします。 

 御苦労さまでした。 

    午後 ０時０２分 閉 会 

 


